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仙台の東北大学 (川内北キャンパス) で, 11
月 23・24日に今年度の年次大会は開かれた｡ 業
界随一の全国規模の大会である｡ 例年通り今年の
｢大会報告要旨集｣ も約 350頁でドッシリと分厚
く, 二日間に亘り多様な発表が行われ盛況であっ
た｡
今回の特徴は人的国際交流がより繁くなったこ
とで, これは 2014年予定の横浜での国際社会学
会開催へのリハーサルの意味を込めている｡ 英語
による部会が四つ (1. Family and Cultureでは,
｢東アジアにおける見合い結婚｣, ｢ネパール農村
における婚姻パターンの変化｣, ｢バングラディシュ
のドメスティック・バイオレンス｣, ｢ダーウィン
的視点による配偶選好分析｣, ｢韓国のアメリカ産
牛肉輸入反対運動と若者の参加｣ など, 2. Migra-
tionでは, ｢日系ブラジル人の自己認識言説の世
代間比較｣, ｢ハワイ日系人のコスモポリタン資本
獲得と階層上昇｣, ｢北京の出稼ぎ労働者の社会保
障｣ など, 3. Economy and Societyでは, ｢日本・
韓国・台湾における教育による社会移動の比較｣,
｢上海華人企業家のキリスト信仰とビジネスなど,
4. Social Capital and Policies では, ｢インドに
おける草の根科学運動｣, ｢東京都区レベルの多文
化共生政策｣ など｣) であった｡
また, 世界社会学会副会長講演として, カリフォ
ルニア大学バークレー校のマイケル・ブラウォイ
氏による The World Needs Public Sociologyが
述べられた｡
また, 第二回・日韓ジョイント・パネルとして
｢ナショナリズム｣ がテーマとなり, 日本語と韓
国語で発表が行われた｡ 小熊英二氏 (慶応大学)
の ｢近代日本ナショナリズムの特徴と展開｣ など
四名の登壇で盛況であった｡
なおまた, 毎年のシンポジウムのテーマはその
時の社会学界の共通関心事を反映するものである
が, 今年のテーマは以下の三つである｡ 1.｢若者
たちの現在 政治・文化・労働｣ では, 若者の
非政治性, 携帯コミュニケーション, 若者間の分
断などが扱われた｡ 2.｢ポスト・ナショナリズム
時代の連帯の可能性｣ では, 大沢真幸氏 (京都大
学) の ｢自由な社会〉における普遍的連帯に向
けて｣ など三名の登壇, 3.｢社会階層研究のフロ
ンティア｣ では, 格差社会, 非正規雇用, 東アジ
アにおける格差社会の日本的特徴などが扱われた｡
筆者が本学・江戸川大学で担当する ｢社会学・
C｣ (｢社会学概論｣) の使用教科書 『社会学 Soci-
ology : Modernity, Self and Reflexivity』 (有斐
閣, 2007年) の著者たちである長谷川公一氏,
町村敬志氏や, 本学にかつて勤務された上林千恵
子氏, 元森絵里子氏, 久木元真吾氏, 品田知美氏,
またこの四月から勤務予定の妙木忍氏などが, 発
表者・座長・司会者などとして活躍しておられ,
心強く思われた｡
この日本社会学会は, 季刊の学会専門論文誌と
して 『社会学評論』 と 『International Journal of
Japanese Sociology』 を発行しており, 前者はす
でに 235号, 後者は 17号に及ぶ｡ 日頃これらの
専門誌で活字を通してしか接することのできない
研究者たちを拝顔することのできることも, 年次
大会出席の興味深いところである｡
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ところで, 本大会の数日前にアメリカではオバ
マの大統領当選が決まった｡ アメリカ社会学の発
生の地とも言えるシカゴで生まれたオバマ夫人の
学部時代の専攻は ｢社会学｣ であり, オバマをハ
ワイで産んだ母親の専攻は ｢人類学｣ であった｡
“オバマを巡る女たち” のこの様な学問の知性が,
彼を通してどのように活かされて行くのか, 興味
深く見守りたいところである｡ ちなみに, 筆者自
身はオバマの登場とタイミングを合わせるかのよ
うに, この三月で江戸川大学を引退することとな
り, この ｢学会レヴュー｣ も今回が最後となる｡
駄文を毎回お読み下さった諸兄姉には感謝を申し
上げたいと思います｡
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